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On the chemical composition of several Parts of the mulberry tree.
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t1　　　　．．＿』．．．．＿＿．墾＿一＿＿＿一＿＿一＿＿＿．．＿一．一＿國

・i葉　肉　i葉　朕　1葉　籾

　9．7ξ｝　　　旨　　　　G．C5　　　　　　　】、工，70

35．2】．　　［　12kt）．91　　　　273，58

古　　　條 根

新．掬 @　木質部i皮　部　　木饗範部1皮　部

，≧劉、1：羅、、。1：1訓一1：］ill　1、、1：薬
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　以上は春蛮用桑について間接法・即ち計鋒法によつて茨分組震から糞塒したものであるが，

爾春伐を行つた根刈仕立、夏憲用桑り1藤早佐について7月25日桑樹を株際から伐探し、之をi次

の様に各部分に分ち、直接法Uflち滴定法により夙分の騨基度を定量しナこ結戴ま次の通りであつ

ψ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
1旨o

肱物百分中
次　　　　分

熈　甚　度

葉 新　　　　　　；櫓 根

葉肉擁脈1棄柄．一木質1髄1皮1益畳豊木州皮悸rw－，

工2．42

79，工2

lO．el「o

188．27

15、56

露44．14

1，，88

10．55

2．01，

17、04

7．コ、6

86，工3

3，S3

139．41

1．S1

・・ Q．06

5，髪4

4s．s4

2。91

14，0G

　　　　　　　　　　　　　　　　　v　総　　　括

　6月中句桑樹を株際から伐探し、之を藥（瀧肉、簗脈及び藁摘）新櫓（漿及び爵罫丙を除く）古

條（木質部及び皮部）及び擬（木質部及び皮剖1）のβ部にう卸i，、典の化撃的糾成を訓、騰し次の

結果を御た。

（1）新鮮物中水分の含黛は；蝿栖の部分にlii．も多く8t）場以．ヒをllfめ、次に新縮、薫脹に郵く、

　古條の木質部は約伍0％で最も少い。

（2）蟹白質の割合は瀧肉に最も多く、薫脈之にi次ぎ、占條に最も少い。

（3）．エーテル淺拙物の割含は根の皮部に最も影く、－j「f條の皮1「f［s、漿、新梢の川ll序に）Pi減し、

　古條及び限に於ては木質部に殊に少い。

（4）可溝無窒素物の剣合は饗了條蚊に根の皮部及び漿且展に多く、古條蛇に恨の木質部及び漿柄

　に夕い。又金可溶炭水化物の劃合は根に著しく痴く、興他の部分には大強は無いが、温湯に

　瀞解する炭水化合物の避は根に訳で薫に多い。

（5）．リグニンの割合は古條の木質部に鍛も鄭く・新櫓及び根之に殖麟1偲二於ては比較的少

　いo

（6り　タンesンの劉合は根に於て最も多く、藥之に訳ぎ、古條及び根に於ては皮部に其の含量

　が多い。

（7）　全灰分の割合は葉部に最も多く、新梢部之1こ訳ぎ、古梢及び根の木質部には極めて少

　いo

（8）灰分組成中（のSiOaの劇合は葉肉の部分に最も多く、根皮之に次ぎ、断梢、漿栖及び

　古條の木質部には少い。（b）込Q，の割合は漿肉鏡1に最も多く、古條に最も少い。（e）C！の割

　合は葉及び新梢に多く、古條及び根の木質部に少い。（d）K20の割合は漿に最も多く、殊に

　華柄に多く、新構之に訳ぎ、古條及び根の木質部には其の割合少い。（のCaQ及びMgOの

　割合は葉に最も多く、新梢、古條之に訳ぐ。爾ほ古條及び縦の木質部には少い。（f）M恥O｛

　の割合は葵身の部分に最も多く、新梢部、古條部之に訳ぐ。簗身のrドにては漿肉部にMI1304

の多郵溜められる．こ麗藤鶴氏の研崇轍して恥。

（9）灰分の慶基度は葉柄の部分に簸も多くN葉脈之に次ぎ、根に少い。」又古條及び根に於て

は木質部に購度殊砂い．この糸繰は伊辮生について行つナ、縮難轍し謝る。

VI考　　　察

（1）桑葉の化學的組戒を比較する揚合に、從來全漿（簗柄を含む藥）、摘漿（傘葉栖付葉）叉
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　は漿身（漿柄を除いた漿）1：ついて分析し、其の飼料的畷値を諭じて居る。而し乍ら懲児は

瀧柄は殆鋤i｝1取しない。簗脈も細末な部分を除いては食下せず、獄兜の虫εして利用するの

　は漿肉の部分であるo故に桑葉の飼料1吻贋償を論ずる揚合に、藁肉にっいてその化難・的組成

　を比較するのは有意義の事である。唯この揚合に新鱒物の水分を調査する事が梢々園難であ

　る。余は漿肉の部分S漿版の部分ごを分離するのに次の様な方法を胴ひた。

　　．i新鮮桑薫一定L；i’S：を探り先づ葉柄の部分を去り、蒸氣浴にて充分に乾燥させ手にて揉みザ直

　懲2m・1瓢の齢にて師別する。分離した漿脈の部分はピンセヅトで拾ひ分け、奥に箕を用ひ

　て風簸する鵬2－3問、漿肉の部分ε漿脈の部分ミを嘩別し得た。

（2）　獄児の榮養試1瞼に於て、搬児を飼育する揚合に利用する鄭の出來ない藥柄、葉脈の部分

　を除いて給輿する事は實際上不可能の．・．S’1．である。故に此の揚合には漿柄を除き漿身だけを給

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lい　興するを含理的ざ僑ずる。川瀬惣次郎Nの行つた1鴨朝摘桑ε夕摘桑の飼料的儂値についての

　試瞼」は、藁柄の部分を除壷藥身のみを以て飼育しナこ成績である。

（3）　薬樹の品種試駒、土壌別試験、肥糾試験等に於ては、桑葉激吻で毒1賦古條の成分まで調

　査する事が必要である。桑漿の化撃的組成が極めで似て贋る揚合でも、古條に於ては明かに

　其の藻が表はるる事があるからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田鍍綜轟門轍校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　・献

・・）織驚塾麟騨鱗號（瀞糊
（2）　鈴　木　廣噛吉　　佐久良會靴謙　第工9號　（大正15年6月）

（・）釜鵡叡爺購報第・7・功陀（畑5欄）
（4）　　　メ琶　　騰　　劣　　三三　　　　日Asc農…蕊イヒ辱玉會誌　　賀531釜第7冊　　（昭不02勾r・7月）

（5）釜羅霰巽醒業新報脚號（・昭秘棚）

と・）翻難・糊繍腿蜷・才・4號（昭和8年・・月）

（7）　巾曾根侵男　　目本農藝化離會諮琶　第12巻第工O號　（昭和工1俸10月）

（8）同　層　　鍛綜界報鱗1搬（昭和112僻3月）

　　　　　　　　　　　　　　　　（受珊昭和工2年11月2日）

On　the　Chemieal　Comp◎sition　of　several

　　　　Parts　of　the　Mulberry　Tree・

By：K．　SUDA，

（ReceivecT］冥o・Vi　2、1937）

R6Suiiユ6

　讐he　experimelltal　materials　were　g鉢thered　ou亡he　1且iddle　1）iuit　of　Jur｝e，　alユd　separated　iロto：

・igiit　pa・ts，・・皿・ty，1・av・・（…s・phyll，　vei・s・nd　p曲1・〉，・ew・t・ms　with・u七1・・ves　and

pet玉01es，　old　stems（xylem　aud　cortex）and，roots（xylem　and　cortex）．　Each　part　thus

separated　and七hey　were　alユalisecT　sllowhlg　the丑）110wing　results：

Inl　10D　parts　of　cl　ry　lnatter・
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（1）1・th曲・11・1漁塾1・〔：・i・t・・’・wM漁i…dil曲、d軸・，・t　1，・…1嶋，　i・．亡hq，，ti。1、．，

a・‘1亡h－。・・1t　W…ve・’8〔｝％・md…ti・th・11・W・t・m脚・．1・・；1胤Th，噛。，．，fth，

・ld・亡・m・…t・in・・d　th・1α曲1「・。i曲・・，　alld　ti・（．ゆ（・・ω勲9。　w・し・、しb。。t，5〔｝．

（2）T1・・1・1’・t・i1・w・鯉・・t・il1・d　m。・tillth曲脚Ph｝叫．11・．1xt・i・v・11・・，・・d　1，“，t　i。　tl1，。1，．1

　　s　teml．．

（3）TIle　etl・e・…t1…tw・し一ls・t・ili　・Vl：，11it三・y　iii・he　e・）rt・x・佃k－ts，・u・d　g，ぬ蒐Ily

・e・．1uced　i・the　e｛1）・t・x・・｝f　tlle・1・1・tem・，1・・w・・・…11・・w・t・…3and・・Pe（，i・・11y　1三tt1，　ill　th、・

　　x｝rleiユ）　of　tl．】e　　く）工（，l　steユ1｝5　1しIK五　ユ・（：x）t轄，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　コ

（4）．The　s・1・ble　nit…9・1ユf1ぜee　e・tra〔・t　W・1・nlue11五11　q・・alltity　i・the・・1・t・・。f　the。1d瞭，ms

a．1　“t・11…’。・t・…1d・・i・・・…d・・11　th・・。・‡…｝、1ittエ・i・’th・・ylem・・f　th・・！d蜘・，，

ユ゜・。t・and　p・ti・1…． s。t・1曲bl・cdu’b。hy・1・at・、v・s　rem蜘blyユ1川・h呈ll・脚11t三ty　ill　th。

・。・t＄，alld・b・ut　tl・・£ame　h・tl1・。t1・e1・1・tirts　but　the　c・ft・b・11yd喩・1・・1・b．idn　l1。t“・i、tet，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　、vas　f‘）uU（1　1し王＄く：）　n｝ueh　ill　tlユe　1・Q‘，ti　IU）｛ユ　11ext　ili　重he　leaves．

　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ロ

（5）覧i9・iu　W・・e・漁｛ne・．l　m・曲1　tlle　xylem。f　the・・ld　f　tutns．鋤〔h，xt　in　t｝1。　n，w細1、昌

a・・d…t」，alld　1…iu・望uahtity　i・t1・e　l，贈1，

（6）T・・mi・wa祓・u・di・｛・hel・・9・潮…侃yi・the　i・蝋． ≠撃撃п@11。・t　ill　th・k。v岬、d

　　　als・ill　mueh　am（）Unt　iu　the　G・r拠x〔》f。1d　stelu3皇u1（ho。ts．

（7）A・hw・・：…1t・i・1・d　m・st　in　tl）e　1…～・嚇ud・ext　i・t1・e　1・・w曲、，、，、、1，x亡，、，。、，1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨．
　　1ittle三正ユqualユtity　ill　the　xyl¢m　Qf　old，stell’）1．alユd　1・（，otさ．

（8）AlnQ・g　tlle　a・1．1ωSiO・XVt・1，・1・・1t・｛n・d　m（軸・重1旧ユ．闘，11yU，、1、xt　i勲伽“，、，亡、，。．。f

幽F・…t・・11d　i・a　sm・11　q・…tity　Sli　th・…w・t。11・・，正・・ti。1・s　a・d、・yl・1・1・f　th・。1・．bt，。、1

（b）［？e，　O・W・曲・11（lill　the　h｛ghe・t　p・…1・t・9・M・・111・・。Phylh・・I　I・tlst　i］i　t｝）、1，・1d、t。1。；

（・）Cl　w・・m・・h　i・1　q…tity　i・tll・1・・we－h・w・t・1・・い11d　lltt1・hl　th。。yl、・1。。f　tl1、，

・1‘1　tteins　a・d・。・t・；（d）K・O　w・sm・・tillt11曲v・・，…　1）・d・Ilyi・th・1…i。1・糊．1　1，）g　t．
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　ill　the　11¢w　s　teln　s／，　t－aicl　1量ttle　ill　the　xylem　of　old臼tems　aud　r（，ots；（o）　C匿LO　alエd　A正90　were

　Cf）iltained　llコOSt　in　the　IeaVe9，　11eXt　iU　the忘tem9，　i’tnd　ヱei　s　in　tl］e　Xylem　Of　Old　9．telxlS　and

　1’or）t9，；（f）　1～lzi、」01、vas　fc）imcl　l〕lost　i11　the　leavef，az）cl　in　fしsmall　cluur）tity　in　the　s，　tlenns．111

　the　Ieaves，ユMu30是was　fouli（！ill　the］arge：　t〔rlutし11tity　iIJ　the　meso1｝hylL

（9）　　 Al1〈t・し1inity　く）壬「　uf　11　、vai．　1．h，（）11gest　il．1　tlle　I）eti（）le，　1し1｝（1　11ext　in　tlle　rveiユll　：nid　 、veIし1ζ　iu　the

　rく）oi：f，　auid　Ctf　1）eei：、lly　、、・e肌k　in　tlie　xylem（）f　o工d　stems　aiid　rQots，　The　3ume　reStl鷺5　Were

Qbt曲工ed　in　the　expe・量m酪。・i　tlie　variety“lt・・W肌s、・，，。

e

柞簸卵の卵孚化に及ぼす温灘度の影響

1ヨ｝xp〔trin’iental　studies　o瓜　tlle　infl〔竃euee　〔レ｛　temper晒軌ユ1’e　alld　hulnidity

　　　upon　tlle　develop血e1丘（，f　e鑑gs　dコi，～t’he）’ctecり，ε，Wε砧紹，1

倉　　潔　　美　　徳

金　　浬　　　　Y3

池　　内　　翼　　吾

緒　　　雷

　温漏慶が昆颯卵の∠1こ育製境の煮なる要素なるは勿論にして、從來家鍛卵の傑護濫灘度1こ就い

ては敷多の研究報告あれき、天葱及び柞翼の如き野外飼育を必要εする毘轟の卯期閥を如何な

る淵燃度に保護するが好適なるやに就いての試鰍成績は、典の数未だ甚だ1蝦少なる憾なしミは

雷へない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c4〉　　　　　　　　　（　l）
　象鑑卯の催青温灘度に就いては、松村氏により盗度20～24℃、漏度75～90％の賜合、最良の
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ui，
卿化率を示すεの報告あり。爾又通家氏の家鍛卵簸適慶用鵬1化は’：）5℃、85％なりεの綴告があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。野外罷鐡に就いてはマツクムシ卵の盈灘慶の影響に就き・小島氏の報跡、二化螺最に就きて

は滋醐鮎があり、イi可れも三漁鋤欄ll日帳轍び枇率倣小断9画灘糊こ影響

されるこミが朗確である。

　戴に於て著者等は從來其の成績を見ざる柞憲卵の澱灘度に鋤する影響、即ち其の催瀞適温、

適灘範圃及び最高、最低蛮育限界灘度を窺知1せんεして以下述ぶる如き實1瞼を行った。女予適催

膏温灘度を知るに（S　，之を蜜用上より観る’Sきは夫々精細なる飼育成績の結果よりも之を瞼討

すべきであるが、本試瞼に於ては先づ繕搬卯のZIS均獲育日数、卵の褒育蓮度、艀化傘、蟻盤騰

重、蟻蛮生命日撒等の調査より適淵、適照の範園を決定したのである。

　藪に其の威績を報告して些か蓼考に供せんSする次第である。

　本研究をなすに常り、種々ε御援助を賜つた蒲生俊典・八木誠政爾博士に衷心より感謝の意

を衷する訳第である。

蝦綜離聯誌　　箪十巻　第二伽　　1937


